
疑問：シンポジウム・ワークショップなどのオーガナイザー・口頭発表者における女性比率は、
学会員全体における女性比率と比べて低いのではないでしょうか?

日本分子生物学会会員の男女比率（2018年9月30日現在）

今回は3,740名が調査対象となった（のべ人数）。年会の演題登録システム（日本語版・英語版）にアンケート設問を設置（回答は任意）。
性別、年齢、所属、職階（身分）について、発表者には投稿時に協力して頂いた（3,505名。Late-Breaking Abstracts投稿分を含む）。
一部のオーガナイザー等に関する調査では公開情報や本学会会員データ（学会個人情報保護方針に依拠）なども併用した。
なおシンポジウム・ワークショップのスピーカーには非会員の演者を含むと共に、本年会において本学会会員と同じ条件で参加・発表する日本生態学会会
員もワークショップのオーガナイザー・スピーカー、一般演題の発表者として含まれている。

大学や研究機関での男女共同参画を推進するために、学術研究発表の場である学会の大切な役割の一つは、優れた研究に対して、性差などに関係なく
より積極的に発表し、評価される機会を創出することである。上記の疑問をもとに、日本分子生物学会キャリアパス委員会は、年会発表者が属する性
（属性）について、2009年度（男女共同参画委員会／当時）から継続調査を行っている。

バランスの取れた研究環境を築くために

※分子生物学会の個人会員：正会員・学生会員・シニア会員・次世代教育会員

～2018属性調査から学べること～

2009年の調査開始以来、『発表関係者全体における女性比率が個人会員全体における女性の割合に近い値を示している
のに対し、スピーカーやオーガナイザーにおける女性比率はそれを下回る』という結果が続いていたが、今大会ではシン
ポジウム・ワークショップのオーガナイザーとワークショップのスピーカーについては正会員男女比率と近い結果になっ
た。オーガナイザーやスピーカーの多くは正会員であることから、実質的には学会会員における男女比率との近似値で
あったという見方ができる。今後もこのような属性調査結果となることを期待したい。

各カテゴリーにおける女性比率の比較

職階・年齢とカテゴリーとの関係

※「回答なし」を除く

第41回年会における属性調査

発表者が決まるプロセスの違い
●シンポジウム（S）
オーガナイザー：年会側が検討・依頼（他薦）
スピーカー：オーガナイザーが検討・依頼（他薦）

●ワークショップ（WS）
オーガナイザー：応募者（自薦）の中から選抜される
スピーカー：オーガナイザーが検討・依頼（他薦）

●一般演題発表者
自発的な申し込み（自薦）
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正会員の男女比率と近い値になった

学生会員のほとんどは
一般演題（ポスター発表）
の発表者として年会に
かかわっている
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